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ど
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の
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料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
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す
る
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書 

 

我
が
国
の
食
料
・
農
林
水
産
業
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
地
球
温
暖
化
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
や
環
境
を
重
視
す
る
国
内
外
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
我
が
国
の
食
料
・
農

林
水
産
業
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
下
、
令
和
三
年
、
農
林
水
産
省
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
～
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生

産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
～
」
を
策
定
し
、
令
和
四
年
に
は
、
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
も
成
立
し
た
。
そ
こ
で
、
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
～
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
～
」
と
「
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

一 

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
は
数
値
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

 

１ 

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
全
耕
地
面
積
の
四
分
の
一
の
農
地
で
有
機
農
業
を
行
う
と
の
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
目

標
値
に
つ
い
て
、
四
十
七
都
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
目
標
値
を
定
め
、
有
機
農
業
を
行
う
農
地
の
割
り
当
て
を
行
う
の
か
。 

 

２ 

基
礎
自
治
体
へ
の
目
標
の
設
定
や
割
り
当
て
も
行
う
方
針
な
の
か
。 



 

２ 

 

 
３ 

東
京
都
な
ど
は
農
地
そ
の
も
の
が
少
な
く
、
そ
も
そ
も
有
機
農
地
を
増
や
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
で
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
県
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
道
府
県
ご
と
に
目
標
数
値
を
定
め
、
割
り
当
て
を
行
う

と
す
れ
ば
そ
の
公
平
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。 

 

４ 

有
機
農
業
の
担
い
手
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
農
家
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
兼
業
農
家
は
コ
ス
ト
や
作
業
が
過
重
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
有
機
農
業
を
行
う
農
家
は
限
定
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
有
機
農
業
で
は
除
草
作
業
を
中
心
に
コ
ス
ト
や

作
業
負
担
が
重
く
、
一
人
当
た
り
で
耕
作
で
き
る
面
積
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
大
規
模
農
家
が
有
機
農
業
の
担

い
手
に
な
る
際
に
も
ネ
ッ
ク
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
存
の
大
規
模
専
業
農
家
に
有
機
農
業
へ
の
転
換
を
す
す
め
て

い
く
方
針
か
。 

二 

ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た
種
子
に
よ
る
有
機
栽
培
に
つ
い
て
尋
ね
た
い
。 

 

１ 

ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た
種
子
に
よ
る
有
機
栽
培
も
有
機
農
業
に
含
め
る
の
か
。
国
の
有
機
農
業
に
関
す
る
数
値
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
構
成
要
素
と
な
る
の
か
。 

 

２ 

ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
っ
た
種
子
の
危
険
性
や
食
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

三 

有
機
農
業
面
積
を
確
保
し
て
い
く
に
は
、
周
辺
の
農
地
や
水
の
面
で
影
響
を
受
け
や
す
い
平
野
部
・
下
流
域
よ
り
も
、
山



 

３ 

 

間
地
や
中
山
間
地
に
お
い
て
地
域
が
ま
と
ま
っ
て
有
機
農
業
を
行
う
よ
う
に
誘
導
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
中
山
間

地
域
や
山
間
部
に
お
け
る
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
農
水
省
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を
検
討
し
て
い
る
か
。 

四 

有
機
農
業
や
有
機
農
産
品
の
消
費
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
有
機
農
業
や
有
機
農
産
品
へ
の
理
解
の
浸
透
が
必
須
で

あ
る
。
学
校
で
の
有
機
農
業
や
有
機
農
産
品
へ
の
教
育
に
つ
い
て
、
農
水
省
は
文
部
科
学
省
と
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
る
方

針
か
。 

五 

学
校
給
食
や
公
共
施
設
で
の
調
達
に
有
機
農
産
品
を
優
先
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
米
国
等
の
諸
外
国
か
ら
公
正
取
引
で
は

な
い
と
指
摘
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


